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【研究目的】 

 本研究では、運動での音楽利用の有効性や分

類を文献で調べ明確にする。 

 また、大学アマチュアボクサーを対象に試合

中の心理状態（DIPS－D.2）、競技成績、試合前

における音楽の利用について調査し、実態を把

握することで、音楽の有効性について調査する。

そして、競技成績や試合中の心理状態の高い選

手は、どのような音楽をどんな目的で聴取して

いるのか、どのような音楽機器を利用している

のか調べ、その実態を把握したい。 

 

【調査方法】 

 本研究では、質問紙を作成する前に、早稲田

大学ボクシング部７名に事前調査を行った。 

 その結果をもとに質問紙を作成し、関東大学

リーグにおける選手登録者６０名を対象に、ア

ンケート用紙を配布し依頼した。アンケート内

容は、競技歴、試合中の心理状態（DIPS-D. 2）、

ボクシングついて、音楽についての５項目、質

問は全部で１５項目あり、選択式・自由記述で

回答することにした。 

 

【結果】 

 アマチュアボクシング競技における、試合前

の音楽聴取者は６０名中３７名であった。試合

前の音楽聴取が勝率や、試合中の心理状態に有

意な値を示すことはなかった。 

 音楽の聴取の目的として、リラックスするた

め」が最も多く、18 名(48%)次に「運動意欲を

高めるため（モチベーションを高めるため）」が

多く10名(30%)であった。 

 聴取するタイミングとしては、「アップ前」が

一番多く、11 名（36.7%）だった。次に「会場

までの移動中」が多く8名（26.7%）だった。そ

の次に「検診、計量前」が多く5名（16.7%）で

あった。 

 また収縮期血圧と音楽聴取を分析したとこと

５８人の選手が１２０～１３０mmHg か１３０

mmHg～１４０mmHg で音楽聴取者と非聴取者と

の統計的な有意差は見られなかった。 

 しかし、音楽聴取者は関東大学リーグで２部

の選手が多かった、また最高成績が８位～１６

位に多いことが明らかとなった。 

 

【考察・まとめ】 

 本研究で音楽がアマチュアボクシング選手の

パフォーマンスや試合中の心理状態に影響する

ことはなかった。これには、ボクシング競技に

おけるパフォーマンスの設定の問題と、音楽に

おける個別性の問題が挙げられる。アマチュア

ボクシングにおける強さの指標は必ずしも一定

ではなく、定量化することが難しい。また、音

楽についても、個人の嗜好や受容度に影響が出

てしまうからだ。 

しかし、音楽を聴取する選手は、２部の選手

が１８人（30%）と比較的多いことが明らかとな

った。また、全国大会ベスト８位～１６位の中

間層の選手が１１人(18.3%)と多い傾向が見ら

れた。これは、パフォーマンスを高くするため



に、音楽を利用している可能性が示唆される。 

 音楽という外的な動機付けにより、選手のパ

フォーマンスや試合中の心理状態に影響を及ぼ

すことはなかったが、技術や体力以外の精神的

要因を研究することは、これからのアマチュア

ボクシングにおける競技力の向上に役立つだろ

う。 

 


